
　昨年の台風19号では、河川氾濫による甚大な水害が起きました…、江東 5 区でも避難勧告が出て、皆

さん不安な時を過ごされた事でしょう。

　2019年の月報 9 月号で紹介された『江東 5 区大規模水害ハザードマップ』では巨大台風の襲来→荒川と

江戸川の同時氾濫を想定しており、2 週間以上浸水は引かず、電気・ガス・水道が使えない状況が予想

されています。

　今回は河川氾濫を免れ江東 5 区は難を免れましたが、次は分かりません。ここで、河川堤防の外であ

る新木場は東京湾に囲まれた立地なので『水害ハザードマップ』上は浸水被害なしの地域に区分されてい

ます。

　月報を読んで、江東 5 区在住の社員達とは

【水害時の広域避難場所は新木場社屋】

と、半分冗談で話しておりました。

　そこに台風19号の襲来です。

　江戸川区に避難勧告が発令され、大勢の区民で混雑する避難所指定の小学校の体育館を目にした社員

は、家族全員で迷わず新木場の当社社屋に避難したそうです。

　シュラフや食料（お酒も…）を携え「まるでキャンプの様だった」との事。

　墨田区では避難勧告は結局出ませんでしたが、行政からの避難準備情報として避難場所には備蓄品は

無いものと考えて、飲料や食料まで持参する旨の通達がありました。

　また、指定避難場所は水害に対してはハザードマップ上、浸水3.0m以下の想定区域内に有り…？

　『首都直下型大震災』発生時も、自宅が被災しなかった場合は在宅避難でライフラインの復旧や支援物

資の配給を待つように、指針が出ています。

　そこで、家庭内で在宅避難生活を疑似体験することが推奨されています。既存のライフラインを使わ

ずに、家庭内で数日過ごすことで被災体験と防災備品の準備に役立てる取組みです。

　具体的には、家庭用のカセットガスの備蓄があれば、カセットコンロやキャンプ用ガスランタンで数

日は普通に生活できるものです。

災害に備えた防災キャンプ訓練

㈱木のくに屋

本西宏行

今月の読み物
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　備蓄の水・食料品も訓練で消費することで期限前の入れ替えも出来ますし、まさに一石二鳥です。

　キャンプブームにより、キャンプ場の予約が取れなくなったのには閉口しますが、登山用が主流だっ

たキャンプ用品がホームセンター等でも10分の 1 の価格になったのには驚きます。

　それらを上手に活用して、2 週間を耐え忍ぶ工夫が必要ではないでしょうか。

　（知人は防災キャンプ訓練の結果、発電機まで購入！…これはやり過ぎ？）

◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇

　今年になっても、異常気象による大規模水害が各地で発生しており、7 月中旬には我が社にも江東区

からあらためて『洪水＆高潮のハザードマップ』の配布がありました。

　幸いにも新木場の当社所在地は、洪水＆高潮とも避難地区に指定されていたので江東 5 区在住の社員

達には、正式に

【水害時の広域避難場所は新木場社屋】

との認識を持って頂き、災害発生時には食料とキャンプ用品を携えて避難してくるように伝えておりま

す。

　更には、江東区。

　下水施設の処理能力を超えた大雨が降った場合にも、低地では1.0〜2.0m程度の浸水が予想されてい

る様で『江東区大雨浸水ハザードマップ』で事前の確認が必要だと思います。

　今後も『首都直下型大震災』には十分備えなければなりませんが、『江東 5 区大規模水害』の方が確度と

して遥かに発生確率は高いように思われます。（亜熱帯化している気候変動下、毎年の台風が心配です）

　そして、大規模水害時に新木場のライフラインがどの程度確保されているか？

　電気：　発電機&ソーラーパネル

　ガス：　カセットコンロ＆ガスボンベ備蓄

　水道：　受水槽タンク（真水500L）

　以上が現在の社内対策です。

　新木場で何名が何日避難生活を送らなければならないのか？

　想定は難しいのですが、いざとなったら、木材会館までは300m。

　社員一同、東京木材問屋組合の備蓄品に頼りたいと思います。（笑）
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江東区洪水ハザードマップ
出典：江東区土木部河川公園課
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江東区洪水ハザードマップ
出典：江東区土木部河川公園課
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江東区大雨浸水ハザードマップ
出典：江東区土木部河川課
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